
 

 

令和６年度 

 

登米市水道事業会計補正予算書 
 

及び予算に関する説明書 
 

 

 

〔９月１０日提出〕 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県登米市 

 

- 1 -



 

- 2 -



議案第６０号 

 

 

令和６年度登米市水道事業会計補正予算（第２号） 

  

 

 （総則） 

第１条 令和６年度登米市水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

 

（業務の予定量） 

第２条 令和６年度登米市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条

に定めた業務の予定量を次のとおり補正する。 

（ 科 目 ） （既決予定量） （補正予定量） （計） 

（４）主な建設改良事業    

   ア 浄水施設整備事業 721,792千円 1,445千円  723,237千円 

イ 配給水施設整備事業 1,333,284千円 △122,950千円 1,210,334千円 

 

（収益的収入及び支出） 

第３条 予算第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

支       出 

（科  目） (既決予定額) (補正予定額) ( 計 ) 

第９款 水道事業費用 2,733,131 千円 24,860 千円 2,757,991 千円 

第１項 営業費用 2,585,143 千円 24,860 千円 2,610,003 千円 

 

 （資本的収入及び支出） 

第４条 予算第４条本文括弧書中「不足する額 1,213,215 千円は、過年度分損

益勘定留保資金 1,070,382 千円」を「不足する額 1,235,854 千円は、過年度

分損益勘定留保資金 1,093,021 千円」に改め、資本的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正する。 

収        入 

（科  目） (既決予定額) (補正予定額) ( 計 ) 

第 10 款 資本的収入 1,612,861 千円 △144,144 千円 1,468,717 千円 

第１項 企業債 987,500 千円 70,300 千円 1,057,800 千円 

第３項 補助金 388,750 千円 △74,144 千円 314,606 千円 

第４項 出資金 192,491 千円 △140,300 千円 52,191 千円 

 支       出 

（科  目） (既決予定額) (補正予定額) ( 計 ) 

第 11 款 資本的支出 2,826,076 千円 △121,505 千円 2,704,571 千円 

第１項 建設改良費 2,055,076 千円 △121,505 千円 1,933,571 千円 

  

 （債務負担行為） 

第５条 予算５条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び限

度額について、次のとおり追加する。 
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（企業債） 

第６条 予算第６条に定めた企業債を次のとおり補正し、起債の目的、限度額、

起債の方法、利率及び償還の方法は、次のように改める。 

 

起債の目的 

補  正  前 補  正  後 

限度額 
起債の

方 法 
利 率 

償還の 

方 法 
限度額 

起債の 

方 法 
利 率 

償還の 

方 法 

イ 配水管

整備事

業 

千円 

 

328,000 

 

 

証 書 

借 入 

5.0%以内 

(ただし、

利率見直し

方式で借り

入れる政府

資金及び地

方公共団体

金融機構資

金について

は、利率の

見直しを行

った後にお

いては、当

該見直し後

の利率) 

借入先の

融資条件

による。 

ただし、

企業財政

その他の

都合によ

り繰上償

還又は低

利に借り

換えるこ

とができ

る。 

千円 

 

321,400 

 

 

 

補正前

に同じ 

 

補正前

に同じ 

 

補正前

に同じ 

エ 管路緊

急改善

事業 

 

 

215,000 

 

 

 

269,500 

 

オ 保呂羽

浄水場

再構築

事業 

 

 

362,200 

 

 

393,700 

カ 重要給

水施設

配水管

整備事

業 

 

 

34,000 

 

 

24,900 

合 計 987,500    1,057,800  
  

 

 

   

令和６年９月１０日提出 

 

                  登米市長  熊 谷 盛 廣 

事  項 期  間 限 度 額 

保呂羽浄水場再構築事業設計建設工事

（令和６年度追加分） 

令和６年度から 

令和 11 年度まで 
214,611 千円
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（１）収益的収入及び支出

支　　出
（単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計

９ 2,733,131 24,860 2,757,991

1 営 業 費 用 2,585,143 24,860 2,610,003

1 原 水 及 び 浄 水 費 575,909 0 575,909

2 配 水 費 417,925 24,860 442,785

3 給 水 費 101,857 0 101,857

5 業 務 費 200,485 0 200,485

6 総 係 費 78,834 0 78,834

8 減 価 償 却 費 1,185,374 0 1,185,374

9 資 産 減 耗 費 24,759 0 24,759

2 営業外費用 127,297 0 127,297

1
支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

127,297 0 127,297

3 特 別 損 失 691 0 691

4 臨 時 損 失 361 0 361

5 過 年 度 損 益 修 正 損 330 0 330

4 予 備 費 20,000 0 20,000

1 予 備 費 20,000 0 20,000

１．令和６年度登米市水道事業会計補正予算（第２号）実施計画

 
水
 
 
道
 
 
事
 
 
業
 
 
費
 
 
用
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（２）資本的収入及び支出

収　　入
（単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計

10 1,612,861 △ 144,144 1,468,717

 資 1 企 業 債 987,500 70,300 1,057,800

本 1
建設改良費等の財源に
充てるための企業債

987,500 70,300 1,057,800

的 2
負担金及び
補 償 金

36,715 0 36,715

収 1 工 事 負 担 金 715 0 715

入 3 補 償 金 36,000 0 36,000

3 補 助 金 388,750 △ 74,144 314,606

1 国 庫 補 助 金 388,750 △ 74,144 314,606

4 出 資 金 192,491 △ 140,300 52,191

1 他 会 計 出 資 金 192,491 △ 140,300 52,191

5 加 入 金 7,405 0 7,405

1 加 入 金 7,405 0 7,405

支　　出
（単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計

11 2,826,076 △ 121,505 2,704,571

1 建設改良費 2,055,076 △ 121,505 1,933,571

3 浄 水 施 設 整 備 費 721,792 1,445 723,237

5 配 給 水 施 設 整 備 費 1,333,284 △ 122,950 1,210,334

2
企 業 債
償 還 金

771,000 0 771,000

1
建設改良費等の財源に
充てるための企業債

769,826 0 769,826

2 そ の 他 の 企 業 債 1,174 0 1,174

 
 
資
 
本
 
的
 
支
 
出
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（単位：千円）

既決予定額 補正後の予定額 比較増減

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益（△は損失） △ 8,767 △ 31,367 △ 22,600

減価償却費 1,185,374 1,185,374 0

貸倒引当金の増減額(△は減少) 768 768 0

退職給付引当金の増減額(△は減少) 10,606 10,606 0

賞与等引当金の増減額(△は減少) 150 150 0

長期前受金戻入額 △ 252,156 △ 252,156 0

受取利息及び受取配当金 △ 457 △ 457 0

支払利息 127,297 127,297 0

固定資産除却損益（△は益） 24,559 24,559 0

未収金の増減額(△は増加) △ 11,467 △ 9,421 2,046

未払金の増減額(△は減少) △ 38,367 △ 34,638 3,729

たな卸資産の増減額(△は増加) △ 3,394 △ 3,394 0

小計 1,034,146 1,017,321 △ 16,825

利息及び配当金の受取額 457 457 0

利息の支払額 △ 127,297 △ 127,297 0

業務活動によるキャッシュ・フロー 907,306 890,481 △ 16,825

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 1,872,892 △ 1,762,433 110,459

負担金による収入 650 650 0

補償金による収入 32,727 32,727 0

国庫補助金による収入 353,409 286,005 △ 67,404

一般会計からの繰入金による収入 153,160 12,860 △ 140,300

未収金の増減額(△は増加) △ 15,981 △ 15,981 0

未払金の増減額(△は減少) 23,241 13,405 △ 9,836

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,325,686 △ 1,432,767 △ 107,081

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための
企業債による収入

987,500 1,057,800 70,300

建設改良費等の財源に充てるための
企業債の償還による支出

△ 771,000 △ 771,000 0

他会計からの出資による収入 39,331 39,331 0

加入金による収入 6,732 6,732 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 262,563 332,863 70,300

　 資金増加額 △ 155,817 △ 209,423 △ 53,606

 　資金期首残高 2,484,517 2,484,517 0

　 資金期末残高 2,328,700 2,275,094 △ 53,606

２．令和６年度登米市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書（補正第２号）

（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）
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期　間 金　額 期　間 金　額
国・県
補助金

企業債
損益勘定
留保資金

千円 千円 千円 千円 千円 千円

保呂羽浄水場再構築事業設計建設工
事（令和６年度追加分）

214,611
令和６年度から
令和11年度まで

214,611 71,539 114,500 28,572

３．債務負担行為に関する調書

事　　　項 限度額

前 年 度 末 ま で の
支 払 義 務 発 生
（ 見 込 ） 額

当 該 年 度 以 降 の
支 払 義 務 発 生
予 定 額

左の財源内訳
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(単位：千円）
１  営業収益

（１）  給水収益 2,249,000
（２）  その他営業収益 37,535 2,286,535

２  営業費用
（１）  原水及び浄水費 524,863
（２）  配水費 407,529
（３）  給水費 94,375
（４）  業務費 183,088
（５）  総係費 76,320
（６）  減価償却費 1,185,374
（７）  資産減耗費 24,759 2,496,308

営業利益（△損失） △ 209,773

３  営業外収益
（１）  受取利息及び配当金 457
（２）  負担金補助金及び補償金 20,108
（３）  事務手数料 56,376
（４）  長期前受金戻入 252,156
（５）  雑収益 11 329,108

４  営業外費用
（１）  支払利息及び企業債取扱諸費 127,297
（２）  雑支出 22,981 150,278 178,830

経常利益（△損失） △ 30,943

５  特別利益
（１）  その他特別利益 205 205

６  特別損失
（１）  臨時損失 329
（２）  過年度損益修正損 300 629 △ 424

７  当年度純利益（△損失） △ 31,367

８  前年度繰越利益剰余金（△欠損金） 225,023

９  当年度未処分利益剰余金（△未処理欠損金） 193,656

４．令和６年度登米市水道事業予定損益計算書
（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）
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             資　　産　　の　　部 （単位：千円）

１　固　定　資　産

(1) 有形固定資産

ア  土　　　地 240,633

イ  建　　　物 1,969,761

  減価償却累計額 △ 910,569 1,059,192

ウ  構　築  物 42,787,805

  減価償却累計額 △ 21,002,662 21,785,143

エ  機械及び装置 6,150,635

  減価償却累計額 △ 3,849,378 2,301,257

オ  車 両 運 搬 具 23,809

  減価償却累計額 △ 22,629 1,180

カ  工具器具及び備品 85,304

  減価償却累計額 △ 66,791 18,513

キ  建設仮勘定 687,136

 有形固定資産合計 26,093,054

(2) 無形固定資産

ア  水  利  権 6,774

イ  電話加入権 2,709

 無形固定資産合計 9,483

(3) 投資その他の資産

ア  長期貸付金 300,000

 投資その他の資産合計 300,000

 固 定 資 産 合 計 26,402,537

２  流  動  資  産

(1)  現 金 預 金 2,275,094

(2)  未 収 金 244,801

 貸倒引当金 △ 4,810 239,991

(3)  貯 蔵 品 37,316

流 動 資 産 合 計 2,552,401

資  産  合  計 28,954,938

５.令和６年度登米市水道事業予定貸借対照表
（令和７年３月３１日）
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           負  債  の  部 （単位：千円）

３  固  定  負  債

(1) 企　業　債  

ア  建設改良費等の財源に
 充てるための企業債

イ  その他の企業債 8,378

 企業債合計 10,079,269

(2) 引  当  金  

ア  退職給付引当金 186,806

 引当金合計 186,806

 固 定 負 債 合 計 10,266,075

４  流  動  負  債

(1) 企　業　債  

ア  建設改良費等の財源に
 充てるための企業債

イ  その他の企業債 1,179

 企業債合計 714,075

(2) 未　払　金 242,123

(3) 引  当  金  

ア  賞与等引当金 10,163

 引当金合計 10,163

流 動 負 債 合 計 966,361

５  繰　延　収　益

 長期前受金 11,255,421

 収益化累計額 △ 5,260,339

 繰延収益合計 5,995,082

負   債   合   計 17,227,518

資  本  の  部

６  資   本   金

(1) 固有資本金 60,092

(2) 繰入資本金（出資金） 4,997,002

(3) 組入資本金 6,451,479

資  本  金  合  計 11,508,573

７  剰   余   金

(1) 資本剰余金

ア  受贈財産評価額 15,904

イ  国庫補助金 9,287

資 本 剰 余 金 合 計 25,191

(2) 利益剰余金

ア  当年度未処分利益剰余金 193,656

利 益 剰 余 金 合 計 193,656

剰   余   金   合   計 218,847

資    本     合     計 11,727,420

負  債  資  本  合  計 28,954,938

10,070,891

712,896
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６．注記事項 

 

Ⅰ 重要な会計方針 

   平成26年度より改正後の地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している。 

 

１ 資産の評価基準及び評価方法              

     貯蔵品   先入先出法による原価法 

 

 

２ 固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 

     ・減価償却の方法    定額法 

     ・主な耐用年数 

       建物           16年 ～ 65年 

       構築物           8年 ～ 60年 

       機械及び装置       2年 ～ 30年 

       車両           4年 ～  6年 

       工具器具及び備品     2年 ～ 20年 

 

(2) 無形固定資産  

     ・減価償却の方法   定額法 

       水利権          20年 

       電気通信施設利用権    20年 

 

 

３ 引当金の計上基準 

(1) 退職給付引当金 

当年度末における職員に対する退職手当の要支給額（201,499 千円）から、宮城県市町

村職員退職手当組合における積立金相当額（14,693 千円）を控除した額を計上している。 

  (2) 賞与等引当金 

職員の期末手当、勤勉手当の支給及び手当の支給に伴う法定福利費の支払いに備える

ため、当事業年度末における支給見込額に基づき、翌年度の支給見込額のうち当該事業

年度の負担に属する額を計上している。 

     (3) 貸倒引当金 

債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額を計上して

いる。 

 

 

４ その他会計に関する書類のための基本となる重要な事項 

(1) 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 
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Ⅱ 予定貸借対照表関係 

  １ 企業債の償還に係る他会計の負担 

(1) 貸借対照表に計上されている企業債（１年以内に償還予定のものも含む）のうち、一般

会計が負担すると見込まれる額は、129,287千円である。 

 

 ２ みなし償却制度の廃止に伴う経過措置 

    (1) 平成２６年３月３１日における償却資産の取得又は改良に充てるための補助金等で現に

資本剰余金として整理している額については、平成２６年３月３１日以前に取得又は改良

した資産で、取得又は改良した資産と補助金等との対応関係を個別に把握できる資産を除

いたすべての資産（ただし、補助金等を充てずに取得又は改良したことが明らかな資産は

除く）を対象とした按分等の方法を用いて合理的に整理している。 

 

 

Ⅲ リース契約により使用する固定資産 

１ リース取引の処理方法 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じ

た会計処理としている。 

  

    未経過リース料相当額は、下記の通り。 

 

    (1) 所有権移転外ファイナンス・リース取引 
 

１年内 3,825千円 

１年超 4,912千円 

合計 8,737千円 

 

 

Ⅳ その他の注記 

１ 賞与等引当金の取崩し 

令和６年度において、職員の期末手当、勤勉手当の支給及び手当の支給に伴う法定福利費

として10,013千円を使用する見込みである。 

  ２ 貸倒引当金の取崩し 

     令和６年度において、債権の不納欠損処分 320 千円に対して貸倒引当金 320 千円を使用す

る見込みである。 
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７．収 益 的 収 入

9 水 道 事 業 2,733,131 24,860 2,757,991
費 用

1 営 業 費 用 2,585,143 24,860 2,610,003

2 配 水 費 417,925 24,860 442,785

款 項 目 既決予定額 補正予定額 比 較 増 減

千円 千円 千円
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及 び 支 出 見 積 書

20 修 繕 費 24,860 消防設備修繕 24,860

節
説　　明

千円

区　　分 金　額
千円
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８．資 本 的 収 入

収　　入

10 資本的収入 1,612,861 △ 144,144 1,468,717

1 企 業 債 987,500 70,300 1,057,800

1 建設改良費等の 987,500 70,300 1,057,800
財 源 に 充 て る
た め の 企 業 債

3 補 助 金 388,750 △ 74,144 314,606

1 国 庫 補 助 金 388,750 △ 74,144 314,606

4 出 資 金 192,491 △ 140,300 52,191

1 他 会 計 出 資 金 192,491 △ 140,300 52,191

 支　　出

11 資本的支出 2,826,076 △ 121,505 2,704,571

1 建 設 改 良 費 2,055,076 △ 121,505 1,933,571

3 浄 水 施 設 721,792 1,445 723,237

整 備 費

5 配 給 水 施 設 1,333,284 △ 122,950 1,210,334

整 備 費

款 項 目 既決予定額 補正予定額 比 較 増 減

千円 千円 千円

款 項 目 既決予定額 今回補正額 比 較 増 減

千円 千円 千円
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及 び 支 出 見 積 書

1 建 設 事 業 債 70,300 配水管整備事業 △ 6,600
管路緊急改善事業 54,500
保呂羽浄水場再構築事業 31,500
重要給水施設配水管整備事業 △ 9,100

3 浄 水 施 設 △ 37,910 生活基盤施設耐震化等交付金 △ 37,910
整 備 補 助 金

5 配 給 水 施 設 △ 36,234 生活基盤施設耐震化等交付金 △ 36,234
整 備 補 助 金

　

1 一 般 会 計 △ 140,300 管路耐震化事業出資金 △ 140,300
出 資 金

1 工 事 請 負 費 1,445 保呂羽浄水場再構築事業工事 1,445

1 工 事 請 負 費 △ 122,950 管路緊急改善事業 △ 109,450

重要給水施設配水管整備事業 △ 13,500

節
説　　明

区　　分 金　額
千円 千円

節
説　　明

千円

区　　分 金　額
千円
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Ａ Ｂ

令和６年度 令和６年度 Ｃ Ｄ

補正第１号 補正第２号 Ｂ－Ａ 伸び率

1 Ａ 営業収益 2,286,535 2,286,535 0 0.0%

2 １給水収益 2,249,000 2,249,000 0 0.0%

3 ２その他営業収益 37,535 37,535 0 0.0%

4 Ｂ 営業費用 2,473,708 2,496,308 22,600 0.9%

5 １原水及び浄水費 524,863 524,863 0 0.0%

6 ２配水費 384,929 407,529 22,600 5.9%

7 ３給水費 94,375 94,375 0 0.0%

8 ４業務費 183,088 183,088 0 0.0%

9 ５総係費 76,320 76,320 0 0.0%

10 ６減価償却費 1,185,374 1,185,374 0 0.0%

11 ７資産減耗費 24,759 24,759 0 0.0%

12 Ｃ 営業利益(△損失) (Ａ－Ｂ) △ 187,173 △ 209,773 △ 22,600 △12.1%

13 Ｄ 営業外収益 329,108 329,108 0 0.0%

14 １受取利息他 457 457 0 0.0%

15 ２負担金・補助金・補償金 20,108 20,108 0 0.0%

16 ３事務手数料 56,376 56,376 0 0.0%

17 ４長期前受金戻入 252,156 252,156 0 0.0%

18 ５雑収益 11 11 0 0.0%

19 Ｅ 営業外費用 150,278 150,278 0 0.0%

20 １支払利息 127,297 127,297 0 0.0%

21 ２雑支出 22,981 22,981 0 0.0%

22 Ｆ 経常利益(△損失) (Ｃ＋Ｄ－Ｅ) △ 8,343 △ 30,943 △ 22,600 △270.9%

23 Ｇ 特別利益 205 205 0 0.0%

24 Ｈ 特別損失 629 629 0 0.0%

25 Ｉ 当年度純利益(△損失) (Ｆ＋Ｇ－Ｈ) △ 8,767 △ 31,367 △ 22,600 △257.8%

26 Ｊ 前年度繰越利益剰余金(△欠損金) 225,023 225,023 0 0.0%

27 Ｋ
当年度未処分利益剰余金
（△未処理欠損金）

216,256 193,656 △ 22,600 △10.5%

９．損　益　計　算　書　の　推　移
（単位：千円）

列 項    目

比較増減
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（単位：千円）

Ａ Ｂ
列 項      目 令和６年度 令和６年度 Ｃ Ｄ

補正第１号 補正第２号 Ｂ－Ａ 伸び率

1 固 定 資 産 26,512,996 26,402,537 △ 110,459 △0.4%

2    有形固定資産 26,203,513 26,093,054 △ 110,459 △0.4%

3       土地 240,633 240,633 0 0.0%

4       建物 1,057,878 1,059,192 1,314 0.1%

5       構築物（配水管等） 21,896,916 21,785,143 △ 111,773 △0.5%

6       機械・装置 2,301,257 2,301,257 0 0.0%

7       車両運搬具 1,180 1,180 0 0.0%

8       工具・器具・備品 18,513 18,513 0 0.0%

9       建設仮勘定 687,136 687,136 0 0.0%

10     無形固定資産 9,483 9,483 0 0.0%

11     投資その他の資産 300,000 300,000 0 0.0%

12 流 動 資 産 2,608,053 2,552,401 △ 55,652 △2.1%

13    現金預金 2,328,700 2,275,094 △ 53,606 △2.3%

14    未収金 246,847 244,801 △ 2,046 △0.8%

15    貸倒引当金 △ 4,810 △ 4,810 0 0.0%

16    貯蔵品 37,316 37,316 0 0.0%

17 資 産 合 計 (1+12) 29,121,049 28,954,938 △ 166,111 △0.6%

（単位：千円）

18 固 定 負 債 10,195,775 10,266,075 70,300 0.7%

19    企業債 10,008,969 10,079,269 70,300 0.7%

20    退職給付引当金 186,806 186,806 0 0.0%

21 流 動 負 債 972,468 966,361 △ 6,107 △0.6%

22    企業債(1年以内に償還期限が到来するもの) 714,075 714,075 0 0.0%

23    未払金 248,230 242,123 △ 6,107 △2.5%

24    賞与等引当金 10,163 10,163 0 0.0%

25 繰 延 収 益 6,062,486 5,995,082 △ 67,404 △1.1%

26    長期前受金 6,062,486 5,995,082 △ 67,404 △1.1%

27       受贈財産評価額 391,898 391,898 0 0.0%

28       工事負担金 101,746 101,746 0 0.0%

29       工事補償金 1,618,057 1,618,057 0 0.0%

30       国庫補助金 3,636,145 3,568,741 △ 67,404 △1.9%

31       県費補助金 22,214 22,214 0 0.0%

32       他会計負担金 121,343 121,343 0 0.0%

33       加入金 171,083 171,083 0 0.0%

34 負 債 合 計 (18+21+25) 17,230,729 17,227,518 △ 3,211 0.0%

35 資  本  金 11,648,873 11,508,573 △ 140,300 △1.2%

36       固有資本金 60,092 60,092 0 0.0%

37       繰入資本金（出資金） 5,137,302 4,997,002 △ 140,300 △2.7%

38       組入資本金 6,451,479 6,451,479 0 0.0%

39 剰  余  金 241,447 218,847 △ 22,600 △9.4%

40    資本剰余金 25,191 25,191 0 0.0%

41       受贈財産評価額 15,904 15,904 0 0.0%

42       国庫補助金 9,287 9,287 0 0.0%

43    利益剰余金 216,256 193,656 △ 22,600 △10.5%

44       当年度未処分利益剰余金(△未処理欠損金) 216,256 193,656 △ 22,600 △10.5%

45 資 本 合 計 (35+39) 11,890,320 11,727,420 △ 162,900 △1.4%

46 負 債 ・ 資 本 合 計 29,121,049 28,954,938 △ 166,111 △0.6%

10．貸 借 対 照 表 の 推 移
資産の部

比較増減

負債・資本の部
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